
　2013 年 8 月号の特集は「物理療法の再興」です．
　近年，物理療法に関する臨床活動が，運動療法や地域理学療法などと比べて停滞傾向に
陥っているのではないかと危惧されています．その背景には，理学療法士の関心が，物理
療法よりも各種の徒手療法や中枢神経系などの運動療法により高い価値観やエビデンスを
求める傾向が影響していると考えられます．それ故に「電気をかける，温める」といった
安寧的な物理刺激に終始し，物理療法を「療法」として位置づけた理学療法の取り組みが
少なくなっているのではないでしょうか．このような状態が続けば，これまで先人たちが
築き上げてきた物理療法の領域を理学療法士自ら手放すことになるのでは，という危機感
があります．そこで本号では，物理療法の現状と課題を明らかにして，物理療法を再興す
るための方略を示すことに焦点をあてました．
　高岡論文では，臨床現場の実態調査から，大半の理学療法士は物理療法を運動療法の補
助的療法ととらえ，物理療法機器を操作することも極めて少ないことを明らかにし，効果
判定を含めた臨床推論の重要性を指摘されています．庄本論文では，中枢神経疾患の痙性
や運動麻痺，内部障害の筋力や外科術後の鎮痛に対する電気療法の研究論文を中心にリ
ビューされ，各論文のエビデンスレベルを示し，再興するには研究デザインに則った臨床
研究が重要だと論じています．菅原論文では，卒前・卒後教育の課題と方略について論じ
ていただき，物理療法は理学療法士主導の「治療」であることを徹底し，実践的で有効な
物理療法技術の拡充の必要性を強調されています．
　臨床現場での物理療法の新たな取り組みとして，安藤氏には，スポーツ外傷の靱帯損傷
の回復過程に準じた電気筋肉刺激から温熱療法について，また上野氏には，骨格筋電気刺
激療法が糖代謝に及ぼす影響について詳細に解説していただきました．座談会では，「物
理療法を再興するにはどうすればいいのか」について語り合っていただき，物理療法の奥
深さと醍醐味を感じとれる卒前・卒後教育体制，治療効果の検証と学際的な研究交流が大
切だと指摘し，再興に向けた熱い思いが伝わってきます．ぜひご一読ください．
　5 月下旬に名古屋市で開催された第 48 回日本理学療法学術大会（一般演題 1,607 題）で
の物理療法に関連する一般演題は 49 題（3％）でしたが，いずれの演題も研究デザイン，
内容ともレベルが高く，地道に取り組まれている理学療法士の存在に光明を見出しました．
電気刺激や温熱療法が組織や運動反応などに関する基礎領域の研究が多く占めていました
が，それらの研究成果が臨床応用できるように，さらに進化することを期待しています．
　学会発表された内容を研究論文にまとめ上げて本誌に投稿されませんか．お待ちしてお
ります． （鶴見隆正）
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